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公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
（
理
事

長
・
松
川
昌
義
）
は
四
月
二
二
日
、
新
入
社

員
の
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
春
の

新
入
社
員
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
成

長
し
た
い
と
す
る
回
答
が
、
過
去
最
高
水
準

の
五
八
・
四
％
に
達
し
た
。
同
調
査
は
、
一

九
九
〇
年
か
ら
実
施
し
、
今
回
が
二
四
回
目
。

三
月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
同
本
部
主

催
の
新
入
社
員
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
参
加

者
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
、
有
効
回
答
数

は
一
九
三
一
（
有
効
回
答
率
九
八
・
九
％
）。

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
増
加
傾
向

そ
れ
に
よ
る
と
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
考

え
方
に
近
い
も
の
を
選
択
す
る
設
問
に
つ
い

て
、「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
や
持
ち
場
を
経
験
さ

せ
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
（
会
社
全
般
の
仕

事
が
見
渡
せ
る
よ
う
な
人
）
と
し
て
き
た
え

る
職
場
」
を
選
択
し
た
割
合
が
、
過
去
二
〇

年
で
最
高
水
準
の
五
八
・
四
％
と
な
っ
た
。

一
方
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
「
ひ
と

つ
の
仕
事
や
持
ち
場
を
長
い
期
間
経
験
さ
せ

て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
専
門
家
）
と
し
て

き
た
え
る
職
場
」を
選
択
し
た
回
答
は
四
一
・

六
％
と
な
っ
て
い
る
。

過
去
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
一
九
九
〇

年
の
調
査
開
始
当
初
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

志
向
が
六
割
近
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
二
〇

〇
〇
年
に
か
け
て
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
低

下
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
、
若
干
の
上
下

を
伴
い
つ
つ
も
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
の

割
合
が
高
ま
り
、
今
年
は
過
去
最
高
水
準
に

達
し
た
。
一
方
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
志
向
の

過
去
最
高
水
準
は
二
〇
〇
〇
年
で
五
割
強
を

記
録
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
ダ
ウ
ン
ト
レ

ン
ド
と
な
っ
た
（
図
１
）。

転
職
志
向
が
若
干
増
加

新
入
社
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
識
を
判
断
す

る
質
問
項
目
と
し
て
、
海
外
勤
務
と
転
職
の

意
向
も
聞
い
て
い
る
。

「
海
外
勤
務
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
応
じ

た
い
か
」
に
対
し
て
、「
そ
う
思
う
」
と
す
る

回
答
が
五
五
・
〇
％
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一

年
の
設
問
開
始
以
降
、
継
続
し
て
過
半
数
を

上
回
っ
て
お
り
、
過
去
三
年
と
も
五
四
～
五

五
％
の
幅
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
応
じ
た

い
理
由
と
し
て
は
、「
視
野
を
広
げ
た
い
（
三

九
・
四
％
）」
が
も
っ
と
も
多
く
、次
い
で
「
国

内
で
は
経
験
で
き
な
い
仕
事
に
挑
戦
し
た
い

（
二
六
・
三
％
）」、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立

た
せ
た
い
（
一
七
・
五
％
」
と
続
い
て
い
る
。

転
職
に
つ
い
て
は
、「
今
の
会
社
に
一
生
勤

め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
す
る
回
答
が
前

年
比
四
・
六 

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
五
五
・
五
％

と
な
っ
た
。
一
方
、「
き
っ
か
け
、
チ
ャ
ン
ス

が
有
れ
ば
、
転
職
し
て
も
良
い
」
と
す
る
回

答
は
前
年
比
四
・
七 

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

三
一
・
三
％
と
な
っ
た
（
図
２
）。

転
職
志
向
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
九
九

年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
は
、
五
割
前

後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
以
降

は
低
下
傾
向
に
転
じ
、
今
年
は
若
干
、
上
昇

し
た
も
の
の
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
ほ
ぼ
二

〇
ポ
イ
ン
ト
の
下
落
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
に
「
今
の
会
社
に
一
生
勤
め
る
」
と

い
う
終
身
雇
用
希
望
が
二
〇
〇
〇
年
の
二

〇
・
五
％
を
底
に
、
上
昇
カ
ー
ブ
に
転
じ
、

前
年
は
六
〇
・
一
％
の
過
去
最
高
値
を
記
録
。

今
年
は
前
年
比
約
五
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と

な
っ
た
が
、
五
割
超
の
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
は
二
〇
・
四
％

今
年
の
調
査
か
ら
新
設
し
た
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（S
ocial N

etw
orking S

ervice

）
を
就
職

活
動
に
利
用
し
ま
し
た
か
」に
対
し
、「
は
い
」

と
の
回
答
が
二
〇
・
四
％
と
な
っ
た
。

「
は
い
」
の
回
答
者
に
対
し
て
「
利
用
し

て
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点
」
に
つ
い
て

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
良

か
っ
た
点
で
は
「 

周
り
の
人
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
必
要
な
情
報
を
簡

単
に
入
手
で
き
た
」「 

今
現
在
働
い
て
い
る

人
の
生
の
声
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
し
か
募
集
し
て
い
な
い
説
明
会
に
参
加

で
き
た
」が
あ
が
り
、悪
か
っ
た
点
で
は
、「
他

の
人
の
状
況
を
知
り
、
焦
っ
て
し
ま
っ
た
」

「
大
量
の
情
報
に
振
り
回
さ
れ
た
。
情
報
の

取
捨
選
択
に
迷
っ
た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

 

（
調
査
・
解
析
部
）
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ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
過
去
最
高
水
準
に

図１�　「ジェネラリストとしてきたえる職場」と「スペ
シャリストとしてきたえる職場」の回答割合（％）

図２�　「今の会社に一生勤める」、「チャンスが有れば、転職
しても良い」それぞれの回答割合（％）




